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第６回 一般廃棄物最終処分場の候補地選定に係る住民説明会 
 

①日時：令和８年３月２９日（日）１６時～ 

場所：愛島公民館  
 

②日時：令和８年３月２９日（日）１８時～ 

場所：下増田公民館  

 

次    第 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 説明事項  

（１）これまでの選定経過について    Ｐ１～Ｐ９ 

（２）詳細調査の結果について      Ｐ１０～Ｐ８４ 

（３）候補予定区域の絞り込みについて  Ｐ８５～Ｐ８８ 

参考 最終処分場の種類について（オープン型とクローズド型） Ｐ８９～Ｐ９０ 
 

（４）第５回住民説明会の補足説明 

 

４ そ の 他 

 

５ 閉  会 

 

 

 

 

 

＜ご質問等の連絡先＞ 

名取市生活経済部環境共創課（５階北側） 

電話（直通）022-724-7161 

e-mail kuritai@city.natori.miyagi.jp 
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（１） これまでの選定経過について 

➀ 名取市のごみ処理の現状について 

 

平成１４年４月 

 

・亘理名取共立衛生処理組合(以下「組合」)でごみ処理の広域化開始 

（名取市、岩沼市、亘理町、山元町の２市２町で構成） 

※広域化の基本方針 

➀新ごみ処理施設は岩沼市域内に建設 

➁新ごみ一般廃棄物最終処分場は名取市域内に建設 

平成２８年４月 

 

 

・岩沼東部環境センターの稼働開始 

「焼却」と「再資源化」に分けて処理 

「焼却灰」は、平成２９年度から外部委託により管外へ搬出 

 

＜焼却灰の外部委託について（ごみ処理の流れ）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

② 今回の選定における基本的な考え方 
 

（ア） 候補地選定において、市内全域を対象とした。 

（イ） 選定過程の透明性を確保しながら、客観的、合理的な理由で選定を行うため 

学識経験者等５名で構成される「新一般廃棄物最終処分場候補地選定委員会」を 

設置した。 
  

＜市内全域とした理由について＞ 

過去３回の選定は、市で候補地を抽出する、または公募をするという方法でしたが、

今回の選定においては、あらためて市内全域を対象に、合理的、客観的な理由により  

最終処分場が建設可能なエリアを抽出し絞り込みをかけて選定してまいりました。 

そして、その選定過程を住民の皆様へ公開し、透明性を持たせて進めていくという 

方針のもとで進めてきたところです。 
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③ これまでの選定経過について 
 

（ア） 令和５年１１月  

新一般廃棄物最終処分場候補地選定委員会（以下「委員会」）を設置 
 

（イ） 図上調査により、市内全域から法的規制区域を除外した１０箇所の建設可能  

エリアを抽出した。 
 

（ウ） 次の諸条件を追加し、１０箇所から５箇所の建設可能エリアへ絞り込んだ。 

   １ ゴルフ場、採石場などの事業活動区域 

   ２ 市の将来の土地利用計画がある区域 

   ３ 活断層との距離が１㎞以内の区域 

   ４ 地層において過去の公共事業で支障が生じた区域 
  
 

（エ） ５箇所の建設可能エリア内から、次の点を考慮し候補予定区域を抽出した。 

１ 組合より条件提示された埋立容量である（10 万㎥）を一団の区域として 

確保できること。 

２ 既存の道路とのアクセス性が良い区域であること。 

３ 周辺のため池、基幹水路等への影響が少ないと思われる区域であること。 
 
 

（オ） 令和６年８月  ５箇所の候補予定区域について、組合へ詳細調査を依頼 
 

＜調査にあたっての要望内容＞ 

１ クローズド方式 

最終処分場の整備工法は、地域の生活環境への影響が少なく、住民同意を 

得やすいクローズド方式とすること。 

２ 浸出水の無放流または下水道放流 

浸出水の処理は、周辺の環境保全への影響を最小限に留めるよう、無放流 

または下水道処理とすること。 
 
 

 （カ） 令和７年２月     

組合が委託をした専門コンサルタント業者による詳細調査に着手 
 

（キ） 令和７年１２月  

市へ詳細調査結果の提出 
 

（ク） 令和８年１月   

市へ５箇所の候補予定区域から３箇所へ絞り込んだ委員会報告書の提出 

     報告内容を踏まえ、市として３箇所の候補予定区域を選定 
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➃ 選定経過フロー図  
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➄ 新一般廃棄物最終処分場候補地選定委員会の検討経過 

回数 開催日 審議テーマ 備考 

１ R5.11.17 候補地選定方法(案)  

２ R6. 1.17 候補地選定方法(案)の見直し、建設可能エリアの抽出  

３ R6. 3.19 建設可能エリアの確認、除外要件の追加  

４ R6.5.13･15 現地調査  

５ R7. 2.21 詳細調査の評価項目(案)  

６ R7. 5. 7 詳細調査の評価項目(案)  

７ 
R7. 7. 8～ 

8.22 
詳細調査の評価項目(案) 書面開催 

８ R7. 9.29 評価結果に基づく評価方法、評価項目における評価基準  

９ R7.10.15 詳細調査の中間報告  

10 R7.12.19 詳細調査の完了報告、候補予定区域からの絞り込み  

11 
R7.12.26～ 

R8. 1. 7 
選定委員会報告書のとりまとめ 書面開催 

 

⑥ 住民説明会の開催状況 

回数 開催日 場所 参加者数 主な説明内容 

１ R6. 3. 2 名取市民体育館会議室 17 名 
(1)候補地選定の進め方について 
(2)建設可能エリアについて 

２ R6. 5.11 市役所議会棟委員会室 15 名 
(1)候補地選定の進め方について 

(2)建設可能エリアについて 

３ 

R6.10. 9 下増田公民館 10 名 

(1)これまでの選定経過及び今後の
スケジュールについて 
(2)候補予定区域について 

  10.11 館腰公民館 5 名 

  10.15 愛島公民館 11 名 

   10.19 市役所議会棟委員会室 14 名 

４ 

R7. 5.29 愛島公民館 10 名 
(1)これまでの選定経過及び今後の
スケジュールについて 
(2)候補予定区域について 
(3)詳細調査の評価項目について 

   5.30 市役所６階会議室 11 名 

   6.19 下増田公民館 8 名 

6.23 館腰公民館 2 名 

５ 

   

R8. 1.24 

館腰公民館 6 名 
(1)これまでの選定経過について 
(2)詳細調査の結果について 
(3)候補予定区域の絞り込みについ
て 

愛島公民館 28 名 

下増田公民館 14 名 

  1.26 市役所６階会議室 13 名 

 
R7.10.23 気仙沼市一般廃棄物 

最終処分場 

39 名 クローズド型最終処分場の施設見
学会 R7.11.13 22 名 

 


